
海外⽔循環ソリューション技術研究組合（略称：GWSTA）の概要
 設⽴年⽉⽇：平成22年3⽉10⽇
 理事⻑：上⽥ 新次郎（（株）⽇⽴製作所 産業・⽔業務統括本部 技術最⾼顧問）
 組合員：（2企業）
 株式会社⽇⽴製作所、東レ株式会社
 事業費：平成２８年度２４百万円
 事業の概要：⽔循環ソリューションの国際展開に向けた事業運営管理ノウハウの開発

及び蓄積に関する試験研究。

○組合設⽴の⽬的
世界トップレベルの国内独⾃技術を結集･育成しながら、⽔
循環システム運営･管理ノウハウを蓄積し、⽇本の技術⼒を
世界に向けて発信していく。

○実⽤化の⽅向性
･各国の⽔事情･経済事情にマッチした⽇本独⾃の最適な
ソリューションを提案。
･⽔循環ソリューションの視点で、処理場の建設･運営(運転
管理、配⽔、料⾦徴収)に⾄る幅広い事業を対象に活動。

○事業化の⽬途の時期
平成27年度までの実証研究成果をもとに事業化の⽬途
をつけ、現在中東・南アフリカ・中国を中⼼にＰＲ推進中。



 研究開発体制

海淡・下⽔等再利⽤統合システム追跡研究

プロジェクトリーダー 篠⽥ 猛
プロジェクトマネージャー 濱⽥ 英明
研究実施場所：①東京都豊島区

②ウォータープラザ北九州
（福岡県北九州市）

海外⽔循環ソリューション技術研究組合

北九州市
上下⽔道局共同研究


